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するであろう 禅籍に関して注目すべきは， 『暁城先生八十頒寿 高麗仏














要』の出現とその資料価値J（原典『仏教学報』 21, 1984. 『禅文化研究所
紀要』 15）がその報告に当たる．これらが『暁城先生八十煩寿 高麗仏籍集
































































































































⑤ 関口英大 [1 967） 『達磨の研究~ （岩波書店）
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Colloquial Story from the Tsu-t’ang chi＇’）（「ウェイリ氏の 二編の遺稿ぐ・Two
































































である 照宗6年3月27日， 53歳で示寂した 照宗は仏日普照国師と誼し，
踏を目白著と号した．著述には，『定慧結社文』， 『真心直説』 ，『修心訣』，

























































































































r~山休静の浄土思想と諸経，諸師の関係についてj や宋天恩［t 993) r休
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